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令和6年能登半島地震

〇 令和6年1月1日16時10分のマグニチュード7.6（最大震度7）の地震以降、能登半島付近では現在も活発な地震活動が継続しています。

⇒令和6年1月1日16時以降、14日13時現在で震度1以上を観測した地震が1386回発生。
（震度7：1回 震度6弱：1回 震度5強：7回 震度5弱：7回 震度4：41回 震度3：150回 震度2：366回 震度1：813回）

〇 1月8日から1か月程度、最大震度5強程度以上の地震に注意が必要。海底で規模の大きな地震が発生した場合、津波にも注意が必要。

〇 気象庁では、石川県能登地方で発生している一連の地震活動について、その名称を「令和6年能登半島地震」と定めました。

■最大震度別地震回数（日別回数） ■陸のプレートでの主な地震活動の

地震回数比較（マグニチュード3.5以上）
【気象庁HP／ポータルサイト】

https://www.jma.go.jp/jma/menu/20240101_noto_jishin.html
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